
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料
ざいりょう

（4人分
にんぶん

） 作
つく

り方
かた

 

きゅうり（輪切
わ ぎ

り） ３本
ほん

 ① Aを混
ま

ぜあわせておく。 

② きゅうりは分量外
ぶんりょうがい

の塩
しお

でもみ、 

水気
み ず け

をしぼる。 

③ ボウルに②と黒
くろ

ごまを入
い

れて、 

➀を和
あ

える。 

 

砂糖
さ と う

 小
こ

さじ 1 

   酢
す

 大
おお

さじ１ 

しょうゆ 大
おお

さじ 1と 1/２ 

ごま油
あぶら

 小
こ

さじ１ 

黒
くろ

ごま 小
こ

さじ１ 

ひろしま

９月
がつ

・第
だい

１弾
だん

 
 

９月
がつ

１１日
にち

（金
きん

） 

の給食
きゅうしょく

にでます！ 

広島県
ひろしまけん

で推進
すいしん

されている「おいしい！広島
ひろしま

」プロジェクト事業
じぎょう

の一環
いっかん

で、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

で県産
けんさん

農林
のうりん

水産物
すいさんぶつ

が提供
ていきょう

されます。福山市
ふくやまし

では９月
がつ

～１月
がつ

の給 食
きゅうしょく

で広島県産
ひろしまけんさん

の食材
しょくざい

を使
つか

った献立
こんだて

が実施
じ っ し

さ

れます。 

 

９月
がつ

の「おいしい！広島
ひろしま

」プロジェクト献立
こんだて

は

「ふくやま SUNシャインマスカット」です。 

福山市
ふくやまし

沼隈町
ぬまくまちょう

ではシャインマスカットやニュ

ーベリーA などを栽培
さいばい

しています。適切
てきせつ

な栽培
さいばい

基準
きじゅん

で生産
せいさん

され、栽培
さいばい

履歴
り れ き

が確認
かくにん

できる、新鮮
しんせん

で

品質
ひんしつ

、おいしさ、安全性
あんぜんせい

を備
そな

えた農産物
のうさんぶつ

であるふく

やまブランド農産物
のうさんぶつ

「ふくやま SUN」にも認定
にんてい

さ

れています。 

沼隈町
ぬまくまちょう

では７０年前
ねんまえ

頃
ごろ

からぶどうの栽培
さいばい

が始
はじ

まり

ました。ぶどうの栽培
さいばい

は機械化
き か い か

が難
むずか

しくほとんど

手作業
てさぎょう

で栽培
さいばい

されています。花
はな

が咲
さ

いてから９０日
にち

程度
て い ど

で出荷
しゅっか

できるようになりますが、沼隈町
ぬまくまちょう

では味
あじ

に

こだわり１００日
にち

程度
て い ど

、木
き

でしっかり熟
じゅく

してから収
しゅう

穫
かく

しています。そうすることで糖度
と う ど

の高
たか

いおいしいシ

ャインマスカットになるそうです。 

 

ひろしま くば

１人
り

１枚
まい

クリアファイルが配付
は い ふ

されます。広島県産
ひろしまけんさん

の農林
のうりん

水産物
すいさんぶつ

について

楽
たの

しく紹介
しょうかい

されています。 

ぜひ、ご家庭
か て い

でも広島県産
ひろしまけんさん

の食材
しょくざい

について話題
わ だ い

にしてみてください。 

８月
がつ

２８日
にち

（金
きん

） 
 

・中華
ちゅうか

丼
どんぶり

・牛 乳
ぎゅうにゅう

 

・きゅうりの中華風
ちゅうかふう

づけ 

・冷凍
れいとう

みかん 

 

冷
つめ

たい冷
れい

凍
とう

みかんにこどもたちは大喜
おおよろこ

びでした。 

まだまだ暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

きますが、給 食
きゅうしょく

でしっかり栄養
えいよう

補給
ほきゅう

をしてもらえたらと思
おも

います。 

ちゅうかふう

Ａ  

 月見
つ き み

は中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

（十五夜
じゅうごや

・旧暦
きゅうれき

の８月
がつ

15日
にち

）と後
のち

の名月
めいげつ

（十三夜
じゅうさんや

・旧暦
きゅうれき

の９月
がつ

13日
にち

）に行
おこな

われます。江戸
え ど

時代
じ だ い

の後期
こ う き

頃
ごろ

から、月見
つ き み

には月見
つ き み

だんごを供
そな

えるようになりました。それ

以前
い ぜ ん

には、十五夜
じゅうごや

にはいもを、十三夜
じゅうさんや

には豆
まめ

を供
そな

えていたこと

から、十五夜
じゅうごや

を「芋
いも

名月
めいげつ

」、十三夜
じゅうさんや

を「豆
まめ

名月
めいげつ

」ともいいます。 

 月見
つ き み

という日本
に ほ ん

ならではの行事
ぎょうじ

を大切
たいせつ

にして、秋
あき

の夜
よ

空
ぞら

に浮
う

かぶ美
うつく

し
し

い
い

月
つき

を、ゆっくりとした気
き

分
ぶん

で眺
なが

めてみてください。 

月見
つ き み

（２０２６年
ねん

は 9月
がつ

25日
にち

（金
きん

）です） 

福山市立駅家西小学校 

食育だよりＮｏ.５ 

2026 年（令和８年）9 月 7日（月） 

 


